
川
俣
銀
行
員
時
代
の
古
関
裕ゆ
う

而じ

　

福
島
市
出
身
の
作
曲
家
古
関
裕
而
（
本
名
は
勇
治
）
の
母

方
の
伯
父
は
、
川
俣
町
の
地
域
名
望
家
の
武
藤
茂
平
で
、
株

式
会
社
川
俣
銀
行
の
頭
取
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
、
十
九
歳
の
裕
而
は
茂
平
の
誘

い
で
川
俣
銀
行
に
入
行
し
、
茂
平
の
家
に
下
宿
し
な
が
ら
社

会
人
と
し
て
の
第
一
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

川
俣
銀
行
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
に
株
式
会

社
永
続
社
か
ら
改
称
さ
れ
た
地
元
銀
行
で
、
川
俣
町
字
瓦
町

五
十
四
番
地
に
あ
っ
た
。
後
年
の
裕
而
の
回
想
に
よ
る
と
、

行
員
は
四
、
五
人
し
か
お
ら
ず
、
家
庭
的
な
職
場
で
あ
っ
た

と
い
う
。
同
銀
行
は
、
昭
和
十
四
年
四
月
に
解
散
し
、
株
式

会
社
郡
山
商
業
銀
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
館
収
蔵
の
『
銀
行
関
係
書
綴
』
（
福
島
大

学
蔵
川
俣
町
役
場
文
書
一
一
一
）
か
ら
は
川
俣
銀
行
に
関
す

る
新
た
な
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
簿
冊
に
は
川
俣

銀
行
の
計
算
表
等
が
一
五
五
枚
収
録
さ
れ
て
い
る
。
各
計
算

表
等
に
は
担
当
銀
行
員
の
印
鑑
が
押
さ
れ
、
銀
行
員
の
苗
字

や
在
籍
年
月
日
が
明
確
に
な
る
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
。

　

古
関
の
担
当
し
た
計
算
表
等
は
八
枚
で
、
そ
の
内
訳
は
、

昭
和
四
年
八
月
十
七
日
の
が
一
枚
、
同
五
年
一
月
十
七
日
の

が
五
枚
、
同
年
二
月
二
十
一
日
の
が
二
枚
で
あ
る
。
右
の
ガ

リ
版
刷
り
の
計
算
書
は
、
古
関
が
担
当
し
た
中
で
最
も
古

く
、
元
金
額
・
利
息
額
・
差
引
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
利

息
額
に
は
検
算
印
、
差
引
金
額
の
左
に
は
古
関
の
印
鑑
が
押

さ
れ
て
い
る
。
計
算
表
は
町
有
分
・
小
学
校
分
・
教
育
分
・

奨
学
分
な
ど
預
金
の
用
途
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
、
計
算
表
等

に
記
さ
れ
た
文
字
や
数
字
は
古
関
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

昭
和
五
年
二
月
二
十
一
日
を
最
後
に
古
関
の
印
は
見
ら
れ

な
く
な
り
、
替
わ
っ
て
昭
和
五
年
八
月
十
八
日
か
ら
若
林
の

印
が
登
場
す
る
。
裕
而
は
昭
和
五
年
五
月
に
川
俣
銀
行
を
辞

し
、
本
格
的
に
作
曲
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
お
り
、
時
期

的
に
は
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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江
戸
時
代
に
は
疱
瘡
が
幾
度
と
な
く
流

行
っ
た
が
、
感
染
力
が
強
く
、
ま
だ
有
効

な
治
療
法
も
確
立
・
普
及
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
身
分
を
問
わ
ず
多

く
の
人
々
が
罹
患
し
て
亡
く
な
り
、
疱
瘡

は
大
変
恐
れ
ら
れ
て
い
た
感
染
症
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
疱
瘡
は
、
痘と

う
そ
う瘡

と
も
い
わ

れ
、
天
然
痘
の
こ
と
で
あ
り
、
伊
達
政
宗

も
罹
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

左
の
文
書
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇

一
）
三
月
十
八
日
に
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村

が
江
戸
幕
府
奥
医
の
奥
山
立
庵
（
玄は

る
た
つ建

）

へ
出
し
た
丁
寧
な
礼
状
で
、
本
文
は
右
筆

書
き
で
あ
る
が
、
綱
村
の
二
型
に
分
類
さ

れ
る
自
署
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
当

時
在
国
で
仙
台
城
に
い
た
綱
村
は
、
養
嗣

子
で
江
戸
詰
め
の
伊
達
吉
村
（
伊
達
宗
房

長
男
、
二
十
二
歳
）
の
疱
瘡
が
平
癒
し
た

こ
と
を
奥
山
立
庵
に
感
謝
し
、
祝
儀
と
し

て
進
物
を
贈
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

吉
村
が
疱
瘡
に
罹
っ
て
か
ら
治
癒
す
る

ま
で
の
経
緯
を
「
伊
達
家
文
書
」
や
「
伊

達
治
家
記
録
」
よ
り
述
べ
て
み
る
。

　

正
月
十
八
日
に
は
、
将
軍
徳
川
綱
吉
娘

の
鶴
姫
が
疱
瘡
に
罹
患
し
、
吉
村
も
慌
た

だ
し
く
老
中
小
笠
原
長
重
・
同
秋
元
喬た

か

知と
も

・
側
用
人
柳
沢
吉
保
・
同
松
平
輝
貞
等

を
通
じ
て
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
る
。

鶴
姫
は
二
十
四
日
に
は
酒さ

さ

湯ゆ

あ浴
び
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
回
復
期
に

入
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
二
十
八
日
に
は
吉
村
自
身
に

も
風
邪
の
よ
う
な
症
状
や
痛
み
が
現
れ
る

に
至
っ
た
。
二
十
九
日
に
は
奥
医
の
森
雲

仙
（
容か

た
よ
し甫

）
に
診
て
も
ら
っ
た
り
、
高
松

藩
主
松
平
頼
常
か
ら
紹
介
さ
れ
た
疱
瘡
に

詳
し
い
医
者
の
栗
谷
宗
柳
に
診
察
し
て
も

ら
い
、
疱
瘡
と
診
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

吉
村
の
症
状
は
、
二
月
の
上
旬
に
は
治

ま
っ
た
ら
し
く
、
二
月
十
一
日
か
ら
酒
湯

浴
び
を
一
日
お
き
に
同
十
七
日
ま
で
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
日
に
仙
台
藩
で
は
使

者
を
立
て
、
治
療
に
当
た
っ
た
森
雲
仙
・

森
雲
竹
・
森
養
竹
・
栗
谷
宗
柳
・
奥
山
立

庵
・
小
川
玄
達
等
六
人
の
医
者
に
対
し
、

謝
礼
と
し
て
金
子
や
贈
答
品
を
遣
わ
し

た
。
ち
な
み
に
立
庵
に
は
時
服
五
領
と
一

種
が
贈
ら
れ
て
い
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

　

会
津
若
松
城
下
で
の
話
し
で
あ
る
。

　

四
ノ
町
辺
り
の
侍
に
仕
え
る
女
の
子

が
、
物
の
色
も
見
分
け
が
た
い
夕
暮
れ
時

に
菜
園
で
蕪か

ぶ

の
葉
を
摘
ん
で
い
た
。
す
る

と
八
、
九
才
ほ
ど
の
子
供
が
忽こ

つ
ぜ
ん然

と
現
れ

た
。
女
の
子
は
、
き
っ
と
近
所
の
子
供
だ

ろ
う
と
思
い
気
に
せ
ず
に
い
る
と
、
子
供

が
「
女
、
銭
欲
し
い
か
？
」
と
聞
い
て
き

た
。
女
の
子
が
「
欲
し
く
ご
ざ
る
」
と
何

気
な
く
答
え
る
と
、
子
供
が
「
こ
れ
を

か
？
」
と
言
う
の
で
振
り
返
っ
て
見
れ

ば
、
子
供
は
耳
も
鼻
も
無
く
、
一
つ
目
で

こ
ち
ら
を
睨に

ら

み
付
け
て
い
る
。
女
の
子
は

「
わ
っ
」
と
叫
び
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
う
と
知
ら
な
い
家
の
中
で
は
、
も
う

日
が
暮
れ
た
の
に
女
の
子
は
な
ぜ
来
な
い

の
か
と
心
配
し
、
呼
び
回
る
が
返
事
は
無

い
。
裏
口
に
行
っ
て
み
る
と
、
女
の
子
が

横
た
わ
り
動
い
て
い
な
い
。
皆
驚
き
仰
天

し
、
気
付
け
薬
等
を
飲
ま
せ
水
を
吹
き
か

け
る
と
、
漸
く
女
の
子
は
正
気
を
取
り
戻

し
、
事
の
次
第
を
語
っ
た
。
そ
れ
以
来
付

近
で
は
夕
方
外
に
出
な
く
な
っ
た
。

　

右
は
、
会
津
郡
叶
津
村
（
現
只
見
町
）

名
主
・
長
谷
部
家
に
伝
存
し
た
『
怪
事
雑

話
』
（
写
本
）
の
「
一
つ
目
童
子
の
事
」

の
現
代
語
訳
で
あ
る
。
同
様
の
話
は
近
世

怪
談
集
『
会
津
怪
談
録
』
に
も
収
め
ら
れ

て
お
り
、
両
者
の
怪
談
は
会
津
地
方
に
口

承
で
受
け
継
が
れ
、
細
部
改
変
に
よ
り
猪

苗
代
城
下
や
耶
麻
郡
塩
川
村
（
現
喜
多
方

市
）
に
出
没
し
た
と
今
に
語
ら
れ
る
。

　

会
津
の
一
つ
目
小
僧
の
原
形
に
迫
れ
る

『
怪
事
雑
話
』
は
、
会
津
若
松
の
都
市
発

展
よ
り
生
ま
れ
た
地
方
怪
談
集
で
、
長
谷

部
家
本
は
巻
之
四
・
五
の
一
部
、
三
十
三

話
（
う
ち
話
名
の
み
五
話
）
を
含
む
。
蒲

生
氏
郷
時
代
以
降
を
舞
台
と
し
、
若
松
城

下
の
怪
談
が
中
心
だ
が
在
方
の
怪
談
も
あ

り
、
古
猫
・
古
貉

む
じ
な

・
妖
狐
・
蟒う

わ

蛇ば
み

・
見
越

入
道
・
化
物
屋
敷
等
の
怪
異
が
近
世
表
現

で
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
在
の
人
物
・

事
象
の
記
述
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
り
本
書

は
近
世
中
期
に
成
立
し
、
近
世
後
期
に
割

書
が
加
筆
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

先
の
『
会
津
怪
談
録
』
と
は
共
通
点
が

多
い
上
、
年
代
推
定
が
可
能
な
点
と
想
定

さ
れ
る
総
話
数
の
多
さ
に
秀
で
、
研
究
の

可
能
性
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。
長
谷
部

家
本
は
断
片
的
だ
が
、
本
書
を
端
緒
に
『
怪

事
雑
話
』
を
文
学
史
研
究
の
俎そ

上
じ
ょ
う

に
載
せ

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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疱ほ

う

そ

う瘡
が
治
っ
た
伊
達
吉
村

『怪事雑話』巻之四（部分、
長谷部大作家文書（その 1）2195）

会
津
の
一
つ
目
小
僧
と

　
　
　
　
　
　

『
怪
事
雑
話
』



　

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
、
矢
部
榾ほ

た

郎ろ
う

（
同
三
十
三
年
福
島
県
文
化
功
労
賞
受

賞
）
は
、
自
身
の
所
有
す
る
俳
諧
書
（
「
矢

部
文
庫
江
戸
期
俳
諧
書
」
、
須
賀
川
市
指

定
文
化
財
）
な
ど
に
登
場
す
る
室
町
時
代

か
ら
明
治
時
代
か
け
て
の
俳
人
約
六
千
名

を
ま
と
め
た
『
福
島
県
俳
人
事
典
』
を
編

纂
し
た
。

　

同
書
は
刊
行
後
半
世
紀
以
上
を
経
て
、

今
な
お
本
県
俳
諧
史
研
究
の
必
読
文
献
で

あ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
史
料
的

制
約
な
ど
か
ら
矢
部
の
目
に
触
れ
な
か
っ

た
俳
人
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で

は
、
そ
う
し
た
知
ら
れ
ざ
る
俳
人
の
一
人

で
あ
る
雪
香
堂
文
樹
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。

　

彼
は
白
河
郡
中
新
城
村
（
現
在
の
白
河

市
大
信
地
区
）
の
小
針
家
の
当
主
で
、
宝

暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
大
坂
の
俳
人
・

浅
見
田
鶴
樹
よ
り
「
文
樹
」
と
い
う
表
徳

（
俳
号
）
を
授
け
ら
れ
て
い
る
（
小
針
重

郎
家
文
書
（
そ
の
二
）
三
五
四
）
。

　

遠
方
の
た
め
、
俳
諧
の
指
導
は
文
通
に

よ
る
添
削
が
主
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

が
、
若
き
日
の
文
樹
と
思
わ
れ
る
「
新
助
」

が
大
坂
に
行
っ
た
際
に
病
気
と
な
り
、
生

死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

手
紙
が
残
さ
れ
て
お
り
、
対
面
で
の
指
導

も
受
け
て
い
た
よ
う
だ
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
は
全
国
各
地
に
地
域

俳
壇
が
生
ま
れ
、
大
信
地
域
で
も
「
新
城

御
組
」
が
結
成
さ
れ
、
句
集
も
編
ま
れ
て

い
る
（
同
二
九
〇
）
。
師
に
弟
子
入
り
し

て
正
式
に
俳
諧
を
学
ん
だ
文
樹
は
、
地
域

俳
壇
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
句
会
の
開

催
や
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
、
文
樹
に
は
、
俳
人
と
は
別
に
、

中
新
城
村
の
名
主
と
越
後
高
田
藩
分
領

（
の
ち
幕
領
）
の
駒
付
役
と
い
う
顔
が

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
地
域
社
会
に
お
け
る

重
職
で
あ
る
が
、
文
樹
は
そ
の
か
た
わ
ら

で
俳
諧
の
研
究
に
い
そ
し
み
、
地
域
文
化

の
担
い
手
と
な
っ
た
。
公
私
に
わ
た
り
、

二
足
な
ら
ぬ
三
足
の
草
鞋
を
履
い
た
人
生

は
、
次
の
「
辞
世
」
に
よ
っ
て
締
め
く
く

ら
れ
た
（
同
三
八
九
）
。

　
　

生
る
ゝ
と
死
出
の
旅
路
を
迷
ひ
て

　
　
　

今
日
の
今
か
極
楽
の
夏

　
　

極
楽
と
さ
し
て
願
ふ
も
能
な
き
は

　
　
　

只
常
の
身
の
心
ま
か
せ
に

 
（
山
田 

英
明
）

　

「
累
世
年
鑑
」
は
、
伊
達
郡
川
俣
村
（
現

川
俣
町
）
の
商
人
・
渡
辺
家
の
記
録
集
で

あ
る
。
基
本
は
商
業
日
記
だ
が
、
第
一
冊

の
表
紙
に
「
古
今
珎
事
・
凶
事
虫
干
可
致
」

と
あ
る
よ
う
に
、
古
今
東
西
の
珍
事
や
凶

事
を
記
す
風ふ

う
せ
つ
ど
め

説
留
で
も
あ
っ
た
。
三
代
目

綱
博
が
編
集
し
た
「
累
世
年
鑑
」
（
渡
辺

弥
平
治
家
文
書
（
そ
の
一
）
四
五
七
）
に

よ
れ
ば
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
初
秋
、

綱
博
の
も
と
に
江
戸
か
ら
怪
魚
の
絵
が
届

き
、
次
の
よ
う
に
珍
事
を
記
録
し
た
。

　

同
年
六
月
初
旬
、
肥
前
国
平
戸
沖
（
現

長
崎
県
沖
）
に
図
の
よ
う
な
人
の
顔
を
持

ち
角
を
有
す
る
魚
が
浮
か
び
出
た
。
魚
は

自
ら
を
「
神
蛇
魚
」
（
原
文
「
神
虵
魚
」
）

と
名
乗
り
、
自
身
の
姿
を
絵
に
描
き
人
々

に
見
せ
る
よ
う
に
促
し
、
そ
の
絵
を
見
れ

ば
流
行
病
の
禍
を
受
け
な
い
と
告
げ
、
海

に
沈
ん
だ
と
い
う
。

　

こ
の
神
蛇
魚
と
は
、
疫
病
除
け
と
し
て

注
目
さ
れ
た
「
神
社
姫
」
の
一
種
で
あ
る
。

神
社
姫
は
龍
宮
の
使
い
と
称
す
る
人
面
の

怪
魚
で
、
豊
作
と
コ
ロ
リ
（
急
性
感
染
症
）

流
行
を
予
言
し
、
自
ら
の
姿
の
絵
を
目
に

す
れ
ば
罹
患
し
な
い
と
告
げ
た
と
い
う
。

当
時
の
江
戸
は
死
を
齎

も
た
ら

す
痢
病
が
蔓
延
し

て
お
り
、
悪
病
か
ら
逃
れ
た
い
願
望
が
拍

車
を
か
け
、
神
社
姫
の
絵
の
転
写
・
板
行
・

貼
付
が
流
行
し
た
。
同
種
の
「
姫
魚
」
流

行
と
相
俟ま

っ
て
、
奇
譚
の
内
容
と
怪
魚
の

名
称
・
姿
は
多
様
に
変
容
し
伝
播
し
た
。

　

神
蛇
魚
は
そ
の
伝
播
過
程
に
生
ま
れ
た

怪
魚
で
、
出
没
年
・
出
没
地
や
除
災
方
法
、

名
称
の
「
神
蛇
」
の
音
は
神
社
姫
等
の
要

素
を
受
け
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
長
い
髪

を
振
り
乱
し
、
二
本
の
角
が
あ
り
、
鰭
は

刃
物
の
形
状
で
、
背
に
鱗
を
、
腹
に
宝
珠

を
有
す
る
点
も
神
社
姫
等
と
共
通
す
る
。

　

反
対
に
大
き
く
異
な
る
の
が
予
言
し
な

い
点
で
あ
る
。
予
言
は
怪
魚
の
神
秘
性
と

除
災
へ
の
期
待
を
高
め
る
要
素
で
あ
る

が
、
変
容
・
伝
播
過
程
で
予
言
機
能
は
抜

け
落
ち
、
よ
り
重
要
か
つ
不
可
欠
な
要
素

で
あ
る
除
災
機
能
の
み
が
、
怪
魚
の
本
質

と
し
て
残
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
神

蛇
魚
の
額
の
花か

鈿で
ん

の
よ
う
な
模
様
は
、
神

社
姫
等
に
例
が
少
な
く
珍
し
い
。

　

神
蛇
魚
の
登
場
以
後
も
、
人
知
を
超
え

た
災
厄
へ
の
恐
怖
に
対
し
、
「
怪
異
」
「
神

聖
」
な
イ
メ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
た
異
形

の
存
在
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
除
災
に
よ

る
安
穏
を
得
て
き
た
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

令和 2年 (2020) 6 月 　 　　　　　　　　福島県史料情報　　　　　　　　　　　　　 　　第 57 号

「
累
世
年
鑑
」
に
み
る

　

  

除
災
の
怪
魚
「
神
蛇
魚
」

知
ら
れ
ざ
る
俳
人
・

　
　
　
　
　
　

雪
香
堂
文
樹

誹諧之表徳
（小針重郎家文書（その 2）354）

肥前国平戸之沖ニ浮出候神 魚写
（「累世年鑑」（渡辺弥平治家文書
（その 1）457）より、以下記述内容）
「文政二年六月初、肥前之国平戸
沖江左之如圖人面之角有魚浮、其
魚自ら神 魚と言、我姿を絵ニ書
人々ニ見セべし、流行病を不受と
言て沈と言、従江戸絵圖下る」

虵

虵



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と

と
も
に
、
大
正
七
～
九
年
（
一
九
一
八
～

二
〇
）
に
か
け
て
世
界
中
で
大
流
行
し
た

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
対
す
る
関
心
が
に

わ
か
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
で
も
、
大
正
八
年
十
一
月
か
ら

翌
九
年
一
月
十
九
日
に
六
九
九
三
名
が
感

染
、
一
四
八
名
が
死
亡
し
、
同
月
二
十
一

日
に
は
予
防
に
関
す
る
「
告
諭
」
（
福
島

県
報
五
四
所
収
）
が
発
せ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
本
病
ハ
鼻
涕
唾
痰

ニ
其
病
原
菌
ヲ
混
在
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故

ニ
是
等
患
者
又
ハ
菌
保
有
者
ノ
泡
沫
ニ
注

意
シ
其
ノ
接
触
ヲ
避
ク
レ
ハ
完
全
ニ
予
防

シ
得
ラ
ル
ル
」
と
さ
れ
、
次
の
八
項
目
を

遵
守
し
て
「
十
二
分
ノ
予
防
警
戒
」
に
努

め
る
よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　

一
、
呼
吸
保
護
器
ノ
使
用
ヲ
怠
ラ
サ
ル　

　
　
　

コ
ト

　

二
、
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
、
汽

　
　
　

車
、
自
動
車
、
軽
便
列
車
、
馬
車

　
　
　

等
ニ
入
場
又
ハ
乗
車
ス
ル
ト
キ
又

　
　
　

ハ
多
衆
集
合
ノ
場
所
ニ
立
入
ル
ト

　
　
　

キ
ハ
必
ラ
ス
呼
吸
保
護
器
ヲ
使
用

　
　
　

ス
ル
コ
ト

　

三
、
毎
ニ
塩
水
、
微
温
湯
、
含
嗽
薬
ヲ

　
　
　

以
テ
含
嗽
ス
ル
コ
ト

　

四
、
予
防
注
射
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

　

五
、
頭
痛
、
発
熱
其
ノ
他
身
体
ニ
異
状　
　
　

　
　
　

ア
ル
ト
キ
ハ
必
ラ
ス
速
ニ
医
師
ノ　

　
　
　

診
療
ヲ
受
ケ
静
養
ス
ル
コ
ト

　

六
、
平
素
健
康
ノ
者
ト
雖
モ
摂
生
ヲ
怠

　
　
　

ラ
ス
健
康
保
持
ニ
努
ム
ル
コ
ト

　

七
、
住
家
ノ
内
外
ヲ
清
潔
ニ
掃
除
シ
光

　
　
　

線
ノ
射
入
ヲ
充
分
ナ
ラ
シ
ム
ル
様

　
　
　

注
意
ス
ル
コ
ト

　

八
、
衣
類
ノ
清
潔
ニ
注
意
シ
晴
天
ノ
日

　
　
　

ハ
努
メ
テ
衣
類
寝
具
ヲ
日
光
ニ
晒

　
　
　

ス
コ
ト

　

要
す
る
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
う
が

い
を
行
な
い
、
健
康
に
気
を
付
け
て
、
清

潔
を
心
掛
け
よ
と
い
う
現
在
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
県
は
、
こ
れ
以
降
、
衛
生
及
病

院
費
の
予
算
を
増
額
し
、
感
染
症
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
、
「
ス
ペ
イ

ン
風
邪
」
が
自
然
と
終
息
し
た
こ
と
も
あ

り
、
具
体
的
に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
腸

チ
フ
ス
や
赤
痢
と
い
っ
た
既
知
か
つ
眼
前

の
感
染
症
で
あ
っ
た
（
「
大
正
十
一
年
度

歳
出
追
加
予
算
説
明
」
、
「
明
治
・
大
正
期

の
福
島
県
庁
文
書
」
一
四
四
六
所
収
）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
の
流
行
へ
の
行

政
的
対
応
は
、
一
〇
〇
年
後
の
現
在
と
も

共
通
す
る
県
政
の
重
要
課
題
だ
っ
た
の
で

あ
る
。 

（
山
田 

英
明
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書

―
只
見
町
を
中
心
に
―
」

　

只
見
線
の
復
旧
復
興
応
援
の
た
め
、
当

館
が
収
蔵
す
る
只
見
町
の
古
文
書
を
取
り

上
げ
、
江
戸
・
明
治
時
代
の
只
見
町
域
の

歴
史
と
文
化
等
を
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
四
月
十
八
日
（
土
）
～
七
月
五

日
（
日
）
ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
解
説
会
は
全
て
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

開
館
五
〇
周
年
記
念
事
業
「
福
島
県
歴
史

資
料
館
収
蔵
名
品
展
Ⅰ
」

　

開
館
五
〇
周
年
を
記
念
し
、
収
蔵
さ
れ

て
い
る
資
料
の
中
か
ら
屏
風
・
掛
物
・
巻

子
等
の
優
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
七
月
十
八
日
（
土
）
～
九
月

十
三
日
（
日
）
ま
で

二
、
古
文
書
講
座

　

当
館
収
蔵
の
二
本
松
藩
と
藩
士
に
関
す

る
古
文
書
を
題
材
に
、
古
文
書
解
読
の
基

礎
的
な
事
柄
に
つ
い
て
講
義
し
ま
す
。【
日

時
】
七
月
四
日
（
土
）
、
八
月
九
日
（
日
）
、

九
月
五
日
（
土
）
、
十
月
十
一
日
（
日
）
、

各
回
午
前
十
時
～
十
二
時
ま
で

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
階

会
議
室

【
定
員
】
五
十
名
。

※
六
月
十
五
日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

三
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

詳
細
は
後
日
Ｈ
Ｐ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

【
日
時
】
九
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後
一

時
～
三
時
三
十
分
ま
で

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
階

会
議
室

四
、
歴
史
資
料
館
移
動
展

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書

―
南
会
津
町
南
郷
地
域
を
中
心
に
―
」

【
会
期
】
四
月
二
十
五
日
（
土
）
～
六
月

二
十
八
日
（
日
）
ま
で

【
会
場
】
奥
会
津
博
物
館

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

五
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
前
日
の
午
後
三
時
ま
で
に
電

話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細
や
最
新

の
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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一
〇
〇
年
前
の
感
染
症
対
策

告諭（福島県報54所収）

令
和
二
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
二
年
四
月
～
令
和
二
年
九
月
）


